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総務常任委員会に付託された事件について、審査した結果を御報告いたします。 

 

議案第１０８号 令和３年度岩国市一般会計補正予算（第８号） 

 本議案のうち、本委員会所管分は、慎重審査の結果、原案妥当と認め可決すべきものと

決しました。 

 

議案第１１５号 岩国市過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う 

固定資産税の課税免除に関する条例 

議案第１２３号 黒磯地区いこいと学びの交流テラス造成工事請負契約の締結について 

議案第１２４号 市道小瀬２８号線災害復旧工事請負契約の一部変更について 

 以上３議案は、慎重審査の結果、原案妥当と認め可決すべきものと決しました。 

 

 それでは、審査の状況について、御報告いたします。 

 

議案第１１５号 岩国市過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う

固定資産税の課税免除に関する条例の審査におきまして、 

 

委員中から、過去の実績並びに今回の条例制定後の課税免除額の見込みについて質疑が

あり、 

 

当局から、「以前に実施された、岩国市過疎地域自立促進特別措置法に基づく固定資産

税の課税免除に関する条例による実績としては、平成１８年度に４件、平成１９年度に３

件、平成２０年度に４件、平成２１年度に４件、平成２２年度に４件、平成２３年度に３

件、平成２４年度に３件となっている。 

また、今回の条例制定後に、１，０００万円程度の投資が３年間続いた場合の課税免除

額としては、１００万円程度を想定している」との答弁がありました。 

 

これを受けて、委員中から、「数字的には根本的な過疎地域対策に至っていないと思わ

れるが、この制度が過疎地域の活性化につながるよう、どのように周知徹底していくの

か」との質疑があり、 

 

当局から、「ホームページ等で紹介したり、過疎地域にある、やましろ商工会に依頼し

て周知を行っていく」との答弁がありました。 

 

本議案につきましては、慎重審査の結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 

なお、そのほかの案件につきましては、特に申し上げるべきことはございません。 

 

以上で、総務常任委員会の審査報告を終わります。 


